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ンJで 鰐5/6齢脱巨ヨ骨折を認めた.牽引をこよる脱口軽綴

級,貌鰍 汚毒固定を行って経過良好である9
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対象は緊急処置,継続的な監視,治療を必繁とする心

疾風 脳卒軌 頭部外傷等の惑璃恩者および鍔瀦餅鋸 聖

である
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新潟大学救急部は昭和55年に鞄屋 して以来,7年にな

るゎこの間苧環5例の還症熱傷厳選U)全身管理を各絡 むこ

射 -を草Jいながら,各科の協力のもとに行ってきたや遥三
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高齢者の臨床麻酔

衷戻都老人医療センタ--麻酔薬ご凄

巨上 目早 畑 十十十

高齢~霞では各臓器の予備力が少なく,自律神経機能が)

低下によを/鰻 R体の補正能力も弱まっている そこで郡 賢

者ではストレスである程度の刺激が高齢者でば致命的と

なる事が鋸 ､ この様な高齢者に対する麻酔は術前状態


